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【方法】2013 年 7 月～ 8 月にかけて、産院を除く東部ブロック 20 施設
のがん化学療法に携わる看護師を対象に、質問紙を配布・回収し単純
集計で分析を行った。































成 25 年 7 月～ 12 月の 5 ヶ月間で県下の 5 地域に出向いて開催した。
受講者総数は 301 名であり、その内訳は保健師 28 名（9,3%）、助産
























【背景】災害拠点病院である A 病院は、平成 25 年に内閣府が発表
した、南海トラフ巨大地震が発生した場合の震度予測によると、震




















































た AC 作成を実施した。AC により個々の業務内容が明確化したこ
とで、自己の役割認識と初動体制の理解につながり役にたつと回答
が得られたと考える。記録に関しては、クロノロジーを初めて経験
したことから繰り返しの訓練の必要性を感じた。報告業務はポイン
トを AC に記入していたが、どこまでの情報提供が必要かまた報告
の順序が不明確であったため達成度が低かったと考える。
【まとめ】AC により個々の業務内容の明確化につながった。災害
規模に応じた超急性期の AC の整備と訓練が必要である。
